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鉄南地域担当
地域包括支援センター 帯広至心寮

西５南30　☎24・1150
東地域担当
地域包括支援センター 帯広至心寮（東）

東13南６　☎66・4613

川西・大正地域担当
地域包括支援センター 帯広けいせい苑

川西町西１線47　☎53・4771
南地域担当
地域包括支援センター 帯広けいせい苑（南）

西５南37　☎67・8437

３

西地域担当
地域包括支援センター 帯広市社会福祉協議会

公園東町３　☎21・3292
川北地域担当
地域包括支援センター 帯広市社会福祉協議会（北）

西14北１　☎66・4535

２

広陽・若葉地域担当
地域包括支援センター 愛 仁 園

西16南28　☎49・2338
西帯広・開西地域担当
地域包括支援センター 愛 仁 園（西）

西24南１　☎61・1616
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※軽度認知障害（MCI）　日常生活には支障がない程度に、記憶障害と軽度の認知障害が認められる状態

認
知
症
は
身
近
な
病
気

　

認
知
症
と
は
、
脳
の
神
経
細
胞
の
減

少
や
、
脳
血
管
の
詰
ま
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
で
認
知
機
能
が
低
下
し
、

日
常
生
活
で
の
支
障
が
６
カ
月
以
上
継

続
し
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

　

日
本
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
認
知
症

の
人
の
数
は
約
６
０
０
万
人
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
、
認
知
症
の
人
は
増
加
を
続
け
、

令
和
７
年
に
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
約
５
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
特
別
な

病
気
で
は
な
く
、
誰
も
が
な
り
う
る
身

近
な
病
気
と
い
え
ま
す
。

認
知
症
の
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い

　

人
の
名
前
や
物
を
置
い
た
場
所
な
ど
、

思
い
出
し
た
い
こ
と
が
す
ぐ
に
出
て
こ

な
い
、
こ
う
し
た
症
状
の
多
く
は
加
齢

に
よ
る
も
の
忘
れ
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4

4

4

で
す
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
や
判
断
力

な
ど
の
認
知
機
能
が
低
下
し
「
数
分
か

ら
数
日
前
の
ご
く
最
近
の
こ
と
が
思
い

出
せ
な
い
」「
今
ま
さ
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
の
手
順
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
」
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま

す
。
右
下
の
認
知
症
予
測
テ
ス
ト
な
ど

を
活
用
し
、
認
知
症
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

早
期
発
見
と
対
応
が
大
切

　

早
期
に
認
知
症
を
発
見
す
る
こ
と
で
、

症
状
が
軽
い
う
ち
に
本
人
や
家
族
が
今

後
の
生
活
に
つ
い
て
一
緒
に
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
め
に
診
療
を
受

け
れ
ば
、
内
服
な
ど
に
よ
り
、
症
状
を

和
ら
げ
た
り
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
で
き

る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
中
に
は

一
時
的
に
認
知
症
の
症
状
が
出
る
別
の

病
気
が
発
見
さ
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
一
歩
手
前
の
状
況

で
あ
る
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）※
の

段
階
で
気
付
い
た
場
合
は
、
運
動
面
や

食
事
面
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
で
、
認
知
症
へ
の
進
行
を
防
い
だ

り
、
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

　
「
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た
」

「
家
族
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」
な

ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
た
め
ら

わ
ず
早
め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
下
図
）

　

相
談
者
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
医
療

機
関
の
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
つ
い
て
支
援
を
行
う
ほ
か
、
介
護
を

担
う
家
族
が
感
じ
る
不
安
や
困
り
ご
と

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

見
逃
さ
な
い
で
、
認
知
症
の
サ
イ
ン

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
身
近
な
病
気

　
認
知
症
は
早
期
の
発
見
と
対
応
が
と
て
も
大
切
で
す
。
思
い
過
ご
し
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
、
と

感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

図　帯広市内担当地域マップ
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問
い
合
わ
せ

　市では、認知症の症状や認知症の人との接し
方などを学ぶ「認知症サポーター養成講座」を
コミセンなどで開催しています。（９月開催分
は12頁をご覧ください）
　また、企業や学校、町内会などの団体に講師
が出向く、出張講座も行っているので、希望す
る場合は地域福祉課へ問い合わせください。
　家族や近所の人に加え、商店や金融機関など
地域で働く人が認知症を理解することは、認知
症の人の大きな支えになります。認知症になっ
ても安心して暮らせるまちづくりを目指して、
一緒に取り組みませんか。

認知症サポーターを認知症サポーターを
養成しています養成しています

〜認知症の人とその家族を見守る応援者〜〜認知症の人とその家族を見守る応援者〜

　このテストは、初期の認知症や認知症に進展する可
能性のある状態を、本人や家族が予測できるように考
案されたものです。
　なお、テスト結果はおおよその目安であり、医学的
診断に代わるものではありません。

【採点方法】
ほとんどない＝０点　時々ある＝１点
頻繁にある＝２点

　認知症の基礎知識や、症状の進行に合わせて受けら
れる医療や生活支援サービスなどを掲載しています。
　ガイドブックは、地域福祉課、地域包括支援センター
などで配布しているほか、市ホームページ
にも掲載しています。

認知症予測テスト

認知症ガイドブックを配布しています

試してみましょう

大友式

市ホームページID.1004994

【評　　価】
０〜８点＝正常　９〜 13点＝要注意
14〜 20点＝要診断
（出典：認知症予防財団ホームページより抜粋）

質 問 項 目 点数
１　同じ話を無意識に繰り返す
２　知っている人の名前が思い出せない
３　物のしまい場所を忘れる
４　漢字を忘れる
５　今しようとしていることを忘れる
６　器具の説明書を読むのを面倒がる
７　理由もないのに気がふさぐ
８　身だしなみに無関心である
９　外出をおっくうがる
10　�物（財布など）が見当たらないことを
他人のせいにする

合　　計


